
2012/3/2 

1 

 

中小技術者の学びを支援する 
(NPO)京都レッツラーン大学校 

技術者 

求職者 

学生・若者 

中小企業の技術力向上     
あすの日本の産業を担う 
技術者の学びを積極的に支援する 

 

 中小企業に経験豊かな人材を       

安定した生活のため、これまでの職業経験
を活かした新しい職能を習得することを支
援する 

  

中小企業に若い頭脳に期待とチャンスを 
地元の中小企業に就職する 
ことを希望している学生を支援する 

大学校で獲得できるもの 
（企業技術者の場合） 

学習ニーズ
の表明 

学び場への 

参 加 

学習成果の
獲得 

社内の研修プログ
ラムの企画設計 

新商品・サービス
の開発 

プロジェクトリー
ダーへ昇進 

求職者・学生の 

採用 

会社での働きがい
の向上 

知識 技術 

仲間 

コミュニケー
ション力 

職務能力
の向上 

学び方 

刺 激 

中央職業能力開発協会の 
職業能力評価基準に沿ったプログラム 

学習内容の特徴 

理論と実践の両面を習得できる教材 

大学・大学院の講義レベルの 
先端知識・技術を学べる 

業種共通  事務系職種 

 

建設関係  

       総合工事業 

 鉄筋工事業 

 型枠工事業 

 防水工事業 

 左官工事業 

 造園工事業 

 電気通信工事業 

製造業関係 

       電気機械器具製造業 

 プラスチック製品製造業 

 フルードパワー分野 

 自動車製造業（「組立」職種） 

 光学機器製造業 

 パン製造業 

 軽金属製品製造業 

 鍛造業 

 金属プラス加工業 

 石油精製業 

 

運輸業関係 

        ロジスティクス分野【運送業】 
 ロジスティクス分野【倉庫業】 
 マテリアル・ハンドリング業 

卸売・小売業関係  

            スーパーマーケット業 

 卸売業（食品・菓子・雑貨等） 

 ＤＩＹ業 

 コンビニエンスストア業 

 専門店業（「店舗マネジメント」職種） 

金融・保険業関係 クレジットカード業 

サービス業関係  

                ホテル業 

 市場調査業 

 外食産業 

 広告業 

 フィットネス産業 

 クリーニング業 

 在宅介護業 

 ボウリング場業 

 写真館業 

 産業廃棄物処理業 

 ビルメンテナンス業 

 旅館業 

 施設介護業 

その他 印刷業 

 アパレル業 

 エンジニアリング業 

 児童販売機製造・管理運営業 

 イベント産業 

 プラントメンテナンス業 

 ウェブ・コンテンツ制作 

職種：約１２０ 
中央職業能力開発協会 

アナログ技術者支援プログラム 

電気回路基礎 

電子回路 

CMOSアナログ 
回路（1） 

基礎実習 

 
 応用実習（１） 

 

応用実習（２） 

応用実習（３） 
CMOSアナログ
回路（2） 

製造メーカーの業務
に応じて各論を設定 
 

アナログ回路設計の
基礎を習得するス
クーリング。 
すでにシステムLSI技

術学院で実施されて
いる講座がベースとな
る。 

試行講座（eラーニン
グ+スクーリング）の方
法の採用。 
 

知識(Knowledge)習得   技能(Skills)習得  実践力(Competence)育成 

技
術
者
の
ニ
ー
ズ 

最
新
知
識
・理
論
の
提
供
者 
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学び方の特徴 

教材による知識の習得、だけじゃない。 

 チーム形式による協働学習によって課題解決 

フラットな関係性、多様性を認め合う 

コミュニケーションを通して学ぶ 

分散同期型協働学習 

学習支援 

  A会場 

  B会場 

  C会場 

学習者 
・中小技術者 
・求職者 
・学生 

・ベテラン技術者 
・大学教員 

外部専門家 

・大学院生 
・講座修了生 

学習サポーター 

 予 習 

ここで、かなり突然ですが… 

質問です 

ICTとは？ 

ITからICTへ～コミュニケーションが入った意味～ 

労働人口の減少による私たちの生活の変化 

これからはコミュニケーション力が必要とされる社会 

コミュニケーション・ツールの発達 

         ↓ 
より安い教育機会の提供の可能性 

ワークショップ形式の学習 

教えられ記憶する学びではなく、フラットな関係で多様性を認め合いながら参加者との 

コミュニケーションを通して学び合う→つながり 

答えは１つとは限らない、もしかしたら無いかもしれない実社会で、切り拓いていく 

タフさを対話やコミュニケーション・ワークをとおして体感していくしくみ 


